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は し が き
本資料は、 わが国経営学界においてイギ リス経営管理思想研究者ならびに状況 適合理論 （conti-ngencytheory
） の批判者として知られるリ ョン・チャイソレド（Child,John ） 教授1づ 当時、ケンブ
リッジ大学在学中）が1964 年にソシオロジカル・ レビ ュー誌 （Sociol)gicalReview ）に 掲載し た
「クエ ーカー雇用主と労使関係」（'EmployersandIndustrialRelations') を、訳出したものである2）。




代］ の4 つに時代を区分し整理している。 とくに ①の 「揺藍期」では、1840 年代にみられるように
なった温情主義（paternalism ）に基づき従業員福祉活動を展開する企業家たちが、イギ リス経営管
理思想に与えた影響の重要性が強調されてい る3）。 かれらは 、神から 企業 を信託 されたとす る ク
エ ーカー教徒（Quaker ））^の雇用主（employer ）たちであり、当時の労使関係や労務管理から生じる
産業 問題を解決するためにさまざまな新しい方策を案出し、その実践を試みた。 クエーカ ー雇用主
は、 自らの管理活動ならびに報告や著作物などを通じて、初期のイギリスのマネジメント運動や管
理思想に多 大な影響を及ぼしたのである。




期」6）とされる20 世紀初頭でのクエーカ ー雇用主ならびにその団体が、イギリス管理思想に及ぼし た
影響の一端を 明らかにしてくれる有益な文献資料と考えるからである。




後p ―ルスP イス社に入社（1965-1966 ）、そ の後1967 年にケンブリッジ大学で博士号を取得して、アスト
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究の中で述 べた ように、 クエ ーカー教徒によって長い間遵守されてきたものであ る10。し かし実 際
には、労使関係分野がとりわけ混乱した第一次世界大戦直後、多くのクエ ーカー教徒は、労働力へ
の広範な命令系統や権威を必要とする大規模工場の開発に よって悩 まされた。1920 年代初 期 の ク
エ ーカー教徒に よるT 社会秩序」に関するいくつか の会議で、産業民主主義原則の実践が要求され
てい る1≒ また同じような要求は、より近いところでは1945 年の年次総会で承認された「社会的言明
（SocialTestimony) 」の中にさえこみることができる12 こうした要求は、第一次世界大戦（1914 ～18
年）直後にもっとも多く、権威主義的に利益を追求する資本主義的企業家のより古い体制が、利益
だけ でなく労働者や顧客の利害を専門的に処理する新しい管理者による 「リーダ ーシップ」 制度に
取って代わられるべきであるという見解と結びつい ていた13．
産業内のいかなる争いごとも嫌うとい うクェ ーカ¬教徒 の4 番 目の教訓は、意思決定と専門知識
の問題に関 して、専門的経営と民主主義的労使関係を実践する上での両者の矛盾を覆い隠して七 ま
うものであった14．クエ ーカー教徒は、産業 内での「共通意志（commonwill ）且とい う見解を重視し
ていた。それは、仲間たちに対する各人の「心的卜 態度七あるとともに、最終的には経営者 と労働
者が協力するとい う信念である15．繰り返しになるが、こ ケした見解は、クエ ーカー教徒の思想に十
分根差したものである。すなわち、すべての人びとの善性（goodness) を十分に表 出させることが
できれば、一人 ひとりの「光」に よって、兄弟愛（brotherhood ）や平和に人びとを結束させられる
かもれしない16．労働者から協力的な反応を得るための手段は、苛酷な権威主義 よ りもむしろ 個人
の思いや りを基礎においたマネジメントであった。
づ 公正（righteousness）、慈愛（loving－kindness）、そして信頼（trust）といった精神力（spiritualforce
）は、すばらしい力をもっている。 とい うのは、それはすべての人 び とへ の訴求力を
もっており、そ れを労使関係に用いると偉大なことが成し遂げられるからである17」
要するに、タエ ーカー教徒の目的（aim) は、互い が善意をもち、争いめない状態 が適切でふつう
である産業組織べindustrialsystem ）をつ くることであった。彼らは、自己表現ができる限 り許 さ
れ、諸関係が個人の正しい「精神」に よって活発化 され、そして企業 目的（purpose ）が社会全体へ
の奉仕 目的（goal）に向け られている経営事業体(businessenterprise ）で、この目的が達成できる
と考えていた。こう七だ見解は、産業を権力 システムズsystemofpower ）とみな したり、また極端


































































































































































































































































128 経営論集 第45号 （1997 年3 月）
で重要な2 つの意味をもつ ようになった。 まず第1 は、労使の調和には、労使の権威者たちが互い






とんど倫理的な基盤に基づ き、 クエーカー教徒の教訓を表現し たものであ ったこ とに気づ こ う。1912
年 まで、少な くともボーソビル(Bourneville ）では、精神的ばかりでなく物質的に得するとと
も疑 問視 されたが62 これについ ての 「論 拠」 は、 軍需工場 健康委員会(HealthofMunitionsWorksCommittee
）の戦時中の実験や、人間心理についての1918 年以降の衝撃的な新しい研究を待
つ ことになる。 しかしながら、こうした管理ス タイルは、クエ ーカー実業家に よって徹底的に擁護
された63． またそれは、戦同期の終わ りまで クエ ーカー企業家 としての行動基準 一リ ーダ ーシップ
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者も、倫理学を明らかに潜在的に反民主主義的な要素をもつ過程である心理学の形に直したものと
して、「人間関係」を分析するかもしれない70。





れなか った。 この実りなき会議は、その年 のカントン年次総会（theLondonYearlyMeeting) で
「クエ ーカー教徒による同族事業 の時代は過去のものである」 と声高に叫ばれたほ ど、初期 の会議




このことは、こんにちでも、クエーカ ー教徒が経営する大規模企業 があることを 忘れてい るわげ




ト ・ ベ イ ダ ー・ ア ソ ド ・ カン パ ニ ー社(Scott,Bader, で0.) 、 ベ ス ト ・ ア ン ド ・ ロ イ ド 社





は限られてい るが、マネジメントに関する新しい概念や方法を追求する伝統は、残 りの クエ¬カー
雇用主 にも引き継がれているといえる。
とはい うものの、現代の管理思想へ のクェ ー、カ ー雇用主の影響力が明らかに低下したお もな原因
は、 すでに述べたようなクエーカ ー雇用主の態度と「人間関係論」研究者の態度とのきわめて近い
類似性にある。かつて新分野開拓のために（ごくわずかではあるが他の人びとと） クエーカー雇用
主に託 されていたまさにその概念を、こんにち、イギリス の経営者は自らの経営哲学として受け 入
れる。第二次大戦以来、（それ以前のクエ ーカー雇用主の影響力を忘れている訳ではないが）「人間
関係論」の影響を受けているマネジメントに関する著作や演説のうち、とりわけ「奉仕」「社会的責
132 経営 論集 第45 号（1997 年3 月 ）
任」「リ- ダーシップ」「人間関係」そして利潤動機の否定といった概念は、ひ ろく認められている









題に関して、長年、比較的無関心であ ったが、1955 年の報告書の中で、労使関 係と権威 の諸問題に
ついてあらためて関心を示 した。同委員会は、T経営参加、株主そして商工業の管理」について研究
することを取 り決めた力V'、委員会のすぐ後 の2 つの報告書では、「兄弟愛がない （unbrotherhood ）
ことの根本原因ト よりも、むしろその兆候（symptoms) を研究したことで、クエーカ ー教徒たちは
非難 されるが、その中にかすかだがはっきりとした社会学の光をみることがで き る73 こ うした展
開の後に、新しく「産業界のブレンド会員のための会議」（ConferencesforFriendsinIndustry ）が1959











おもな出典は、彼らの演説や1918 年、1928 年、1938 年、1948 年に、バーミンガ ム（Birmingham ）のウッド
ブルック（woodbrook ）で開かれた「クエーカー雇用主会議(ConferenceofQuakerEmployers ）］の報告
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－23.andp.29. これは，1921年3 月と11月に開催された2 つの会議報告書の一部であ
る。12




例 え ば ，WarandSocialOrderCommittee,SocietyofFriends,TheNextStepinSocialandIndustrialReconstruction,Darlington,1918,p.97.16J
トKavanaugh,Ed.:TheQuakerApproachtoContemporaryProblems,London,AllenandUnwin,1953,chapterbyK.Boulding,p.57
レ





こ うした急激 な変化についての証拠は，フ レンド会のロンドン年 次総会の討議内容にみることができる。
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ウソトリー（B.SeebohmRowntree ）に よる1951 年のアメリカのクエーカー実業家に向け ての演説よ
り。54
例 え ば，JohnH.GoldthorpeandDavidLockwood:'AffluenceandtheBritishClassStructure',SociologicalReview,Vol.11,2,July1963,esp.p.147.
を参照 のこ と。 また ，F.Zweig:TheBritishWorker






そのことは，Cadbury のExperimentsinIndustrialOrganization,p.271. の中にすでに みられた。60SocialThoughtandSocialAction,op.cit.,pp.247
－248. に 引用 さ れ てい るJ.R.CIynes （20thJan.1947
）に向け てのB.SeebohmRowntree への手紙より。61WilliamWallace,SpeechinQuakerismandIndustry1938,p.ll7.62W.J
。ア シ ュ レ イ （Ashley) 教 授 のExperimentsinIndustrialOrganization,op.cit., 序 文 ，pp.xi
トxiii. また，キャドベリー（Cadbury ）自身の序文，p.xvii. ＼
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例 瓦哩 ，ThePhilosophy0/Management,op.cit ・,;L.F.Urwick:ManagementofTomorrow,London,Nisbet
，1933:andUr λickManagementLectures,BirminghamTechnicalCollege,Nov.1950,BirminghamIndustrialAdministrationGroup,Students'UnionoftheCollege,1950.68
例えば，論説，IndustryIllustrated,May1937,p.g.0PersonnelManagement,London,Pitman,1945.
と と も に1930 年 代 中 頃 以 降 の と く に・IndustrialIllustrated






年同会年次総会会報，211 頁と1957 年同会年次総会会報，24頁。 し74
こうした会議は，1959 年7 月，ブリストル（Bristol) で最初に開催された。『クェ ーカ=一産業会議に関する
報告書（ReportontheConferenceforFriendsinIndustry,London,SocietyofFriends) 』（復刻版）を
参照のこと。1960 年，マンチ ェスタ ー（Manchester ） で開催された第2 回の会議 の抄録は，ChristianValuesinIndustry,op.cit.
として刊行された。 ト
十 （1997 年1 月26 日受 理 ）
